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衆
議
院
議
員
小
沢
和
秋
君
外
一
名
提
出
諫
早
湾
干
拓
事
業
の
進
行
に
伴
う
漁
業
被
害
と
環
境
破
壊
拡
大
へ
の
対
応
に
関

す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

（
一
）
に
つ
い
て

福
岡
県
、
佐
賀
県
、
長
崎
県
及
び
熊
本
県
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
れ
ば
、
福
岡
県
で
は
粘
質
状
浮
遊
物
に
よ
る
漁
業
へ
の

影
響
は
な
く
、
佐
賀
県
で
は
有
明
海
沿
岸
の
十
八
漁
業
協
同
組
合
中
九
漁
業
協
同
組
合
で
六
日
か
ら
十
五
日
程
度
の
休
漁
、

長
崎
県
で
は
同
沿
岸
の
十
二
漁
業
協
同
組
合
で
四
日
か
ら
十
二
日
程
度
の
休
漁
、
熊
本
県
で
は
同
沿
岸
の
十
四
漁
業
協
同
組

合
中
十
漁
業
協
同
組
合
で
七
日
か
ら
十
五
日
程
度
一
部
漁
業
に
お
い
て
操
業
へ
の
支
障
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
今

回
の
休
漁
等
が
年
間
の
漁
獲
量
等
に
及
ぼ
す
影
響
は
不
明
で
あ
り
、漁
獲
量
及
び
金
額
で
ど
の
程
度
の
被
害
を
受
け
た
か
は
、

把
握
で
き
な
い
と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

（
二
）
に
つ
い
て

有
明
海
で
発
生
し
た
粘
質
状
浮
遊
物
に
つ
い
て
は
、
そ
の
実
態
解
明
の
た
め
、
独
立
行
政
法
人
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

西
海
区
水
産
研
究
所
、
福
岡
県
水
産
海
洋
技
術
セ
ン
タ
ー
、
佐
賀
県
有
明
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
、
長
崎
県
総
合
水
産
試
験
場

及
び
熊
本
県
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
関
係
研
究
機
関
」
と
い
う
。
）
が
情
報
交
換
を
行
い
つ
つ
原
因
究
明
に
努
め
て
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き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
年
七
月
二
十
二
日
に
関
係
研
究
機
関
が
会
議
を
開
催
し
、
「
有
明
海
に
お
い
て
、
平
成
十
五
年

五
月
六
日
に
発
見
さ
れ
、
五
月
二
十
日
頃
ま
で
継
続
が
確
認
さ
れ
た
粘
質
状
浮
遊
物
は
、
介
類
や
底
生
生
物
の
生
殖
活
動
等

に
伴
っ
て
海
水
中
に
放
出
さ
れ
た
粘
質
物
が
、
変
質
し
な
が
ら
海
底
上
や
海
水
中
を
浮
遊
す
る
間
に
、
底
泥
や
動
・
植
物
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
等
が
付
着
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
た
」
と
い
う
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
る
。

（
三
）
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
に
も
調
整
池
か
ら
は
御
指
摘
の
排
水
と
同
程
度
の
排
水
が
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
御
指
摘
の
排
水
が
今
回

の
粘
質
状
浮
遊
物
の
発
生
の
引
き
金
に
な
っ
た
と
は
考
え
て
い
な
い
。

（
四
）
か
ら
（
六
）
ま
で
に
つ
い
て

御
指
摘
の
太
田
扶
桑
男
氏
の
調
査
の
詳
細
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
が
、
粘
質
状
浮
遊
物
の
発
生
原
因
に
つ
い
て
は

（
二
）
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
り
、
御
指
摘
の
よ
う
に
「
海
藻
が
有
明
海
の
浮
泥
に
付
着
し
て
浮
遊
物
に
な
っ
た
」

も
の
と
は
考
え
て
い
な
い
。

国
営
諫
早
湾
土
地
改
良
事
業
（
以
下
「
本
事
業
」
と
い
う
。
）
の
地
盤
改
良
材
と
し
て
使
用
し
た
生
石
灰
は
、
平
成
十
一

年
度
二
千
八
百
ト
ン
、
平
成
十
二
年
度
四
千
五
百
ト
ン
、
平
成
十
四
年
度
四
千
二
百
ト
ン
で
あ
る
。
ま
た
、
一
立
方
メ
ー
ト
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ル
当
た
り
の
使
用
量
は
、
改
良
に
必
要
な
地
盤
強
度
に
よ
り
異
な
り
、
平
成
十
四
年
度
ま
で
の
実
績
で
二
十
五
キ
ロ
グ
ラ
ム

か
ら
五
十
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
こ
れ
を
基
に
試
算
す
る
と
、
平
成
十
五
年
度
以
降
工
事
完
了
ま
で
の
使
用
量
は
お
お
む

ね
一
万
一
千
ト
ン
と
な
る
。

施
工
に
当
た
っ
て
は
、
周
辺
へ
の
生
石
灰
の
飛
散
を
防
止
す
る
た
め
の
施
工
条
件
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ

工
事
に
伴
う
排
水
を
処
理
す
る
等
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
盤
改
良
に
よ
り
、
調
整
池
の
水
質
ひ
い
て
は

諫
早
湾
の
水
質
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

（
七
）
に
つ
い
て

排
水
門
の
操
作
に
当
た
っ
て
は
、
農
林
水
産
省
九
州
農
政
局
諫
早
湾
干
拓
事
務
所
及
び
長
崎
県
が
、
国
営
諫
早
湾
干
拓
事

業
排
水
門
管
理
規
程
に
基
づ
き
、
南
北
両
排
水
門
か
ら
の
排
水
を
基
本
に
、
周
辺
漁
業
の
操
業
に
も
配
慮
す
る
観
点
か
ら
、

そ
の
周
辺
の
漁
業
協
同
組
合
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
排
水
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
平
成
十
三
年
十
月
二
十
二
日
未
明
、
北
部
排
水
門
か
ら
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
流
し
網
漁
の

操
業
を
し
て
い
た
漁
業
者
が
、
北
部
排
水
門
か
ら
の
排
水
の
方
法
に
つ
い
て
苦
情
を
申
し
出
、
長
崎
県
諫
早
湾
干
拓
堤
防
管

理
事
務
所
敷
地
内
に
侵
入
し
器
物
を
破
損
さ
せ
る
事
態
が
生
じ
た
。
こ
の
事
態
収
拾
の
た
め
、
当
分
の
間
、
排
水
は
可
能
な
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限
り
南
部
排
水
門
か
ら
の
み
で
行
う
こ
と
と
し
、
北
部
排
水
門
か
ら
の
排
水
の
方
法
に
関
し
て
関
係
漁
業
協
同
組
合
と
調
整

を
図
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
御
指
摘
の
よ
う
な
理
由
で
北
部
排
水
門
か
ら
の
排
水
を
中
断
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

（
八
）
及
び
（
九
）
に
つ
い
て

平
成
十
三
年
九
月
二
十
日
に
農
林
水
産
省
有
明
海
ノ
リ
不
作
等
対
策
関
係
調
査
検
討
委
員
会
か
ら
発
表
さ
れ
た
「
有
明
海

の
ノ
リ
不
作
の
対
策
等
に
関
す
る
中
間
取
り
ま
と
め
」
に
お
い
て
は
、
平
成
十
二
年
度
の
ノ
リ
不
作
の
主
な
原
因
は
、
か
な

け
い

り
異
常
な
気
象
・
海
象
に
よ
っ
て
発
生
し
た
大
型
珪
藻
の
赤
潮
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
平
成
十
三
年
度
の
ノ

リ
作
が
良
好
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
北
部
排
水
門
か
ら
の
排
水
を
止
め
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
は
考
え
て
い
な
い
。

（
十
）
に
つ
い
て

潮
受
堤
防
の
締
切
り
後
の
調
整
池
の
水
質
は
、
基
本
的
に
は
流
入
河
川
の
水
質
を
反
映
し
て
お
り
、
最
大
の
流
入
河
川
で

あ
る
本
明
川
下
流
の
水
質
と
比
較
し
て
、
特
段
汚
染
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

（
十
一
）
に
つ
い
て

農
林
水
産
省
九
州
農
政
局
が
、
平
成
元
年
度
か
ら
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
等
に
基
づ
き
、

平
成
十
三
年
八
月
に
実
施
し
た
「
環
境
影
響
評
価
の
予
測
結
果
に
関
す
る
レ
ビ
ュ
ー
」
に
お
い
て
、
潮
位
・
潮
流
、
海
域
水
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質
等
が
、
お
お
む
ね
環
境
影
響
評
価
に
お
け
る
予
測
結
果
に
沿
っ
て
推
移
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
り
、
潮
受
堤
防
の

締
切
り
前
後
で
諫
早
湾
の
水
質
に
明
確
な
変
化
が
み
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
、
調
整
池
か
ら
の
排
水
が
御
指
摘
の
よ
う

な
被
害
を
与
え
て
い
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

（
十
二
）
に
つ
い
て

調
整
池
の
水
質
保
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
本
年
三
月
に
長
崎
県
に
よ
り
策
定
さ
れ
た
諫
早
湾
干
拓
調
整
池
水
質
保
全
計
画

（
第
二
期
）
に
沿
っ
て
、
関
係
機
関
が
連
携
し
て
対
処
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
生
活
排
水
処
理
施
設

の
整
備
等
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
水
質
の
監
視
測
定
等
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
十
三
）
に
つ
い
て

中
央
干
拓
地
の
農
業
用
水
に
つ
い
て
は
、
調
整
池
か
ら
取
水
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の
取
水
口
の
設
置
位
置
は
、
経

済
性
、
管
理
上
の
利
便
性
及
び
工
事
施
工
の
効
率
性
を
考
慮
し
て
本
明
川
の
現
河
口
か
ら
約
千
四
百
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
決

定
し
た
も
の
で
あ
り
、
御
指
摘
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。

（
十
四
）
に
つ
い
て

く

中
央
干
拓
地
の
農
業
用
水
は
、
（
十
三
）
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
河
川
水
を
汲
み
上
げ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
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ま
た
、
（
十
）
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
調
整
池
の
水
質
は
、
基
本
的
に
は
流
入
河
川
の
水
質
を
反
映
し
、
本
明
川
下

流
の
水
質
と
比
較
し
て
汚
染
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
現
在
計
画
し
て
い
る
地
点
か
ら
農
業
用
水
を
取
水
す
る

こ
と
が
調
整
池
の
水
質
の
悪
化
に
つ
な
が
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

（
十
五
）
に
つ
い
て

本
年
五
月
八
日
に
農
林
水
産
省
九
州
農
政
局
が
公
表
し
た
短
期
開
門
調
査
報
告
書
に
お
い
て
も
、
調
整
池
の
浮
遊
物
質
量

が
、
海
水
導
入
に
よ
っ
て
低
下
し
た
原
因
に
つ
い
て
、
「
負
荷
収
支
等
の
結
果
か
ら
海
水
導
入
に
よ
る
希
釈
及
び
凝
集
効
果

に
伴
う
現
象
と
考
え
ら
れ
る
」
と
記
述
し
て
い
る
と
お
り
、
希
釈
効
果
に
加
え
て
、
凝
集
効
果
に
つ
い
て
も
考
慮
し
て
い
る
。

（
十
六
）
に
つ
い
て

短
期
開
門
調
査
に
お
い
て
は
、
海
水
導
入
に
よ
っ
て
調
整
池
の
化
学
的
酸
素
要
求
量
（
Ｃ
Ｏ
Ｄ
）
等
の
濃
度
は
低
下
し
た

が
、
一
方
で
、
海
域
へ
の
排
水
量
は
増
加
し
、
海
域
へ
の
負
荷
量
は
海
水
導
入
前
に
比
べ
む
し
ろ
増
加
す
る
結
果
と
な
っ
て

お
り
、
御
指
摘
の
よ
う
に
有
明
海
の
環
境
回
復
の
可
能
性
が
示
さ
れ
た
と
は
考
え
て
い
な
い
。

本
事
業
に
係
る
中
・
長
期
の
開
門
調
査
（
以
下
「
本
調
査
」
と
い
う
。
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
そ
の
実
施
の
可
否
を

含
め
技
術
面
や
環
境
面
等
か
ら
様
々
な
意
見
が
あ
る
た
め
、
農
林
水
産
省
に
お
い
て
は
、
本
年
三
月
二
十
八
日
に
中
・
長
期
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開
門
調
査
検
討
会
議
を
設
置
し
、
そ
こ
で
取
り
ま
と
め
ら
れ
る
本
調
査
に
係
る
必
要
な
論
点
を
踏
ま
え
、
こ
れ
を
判
断
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
従
来
か
ら
変
わ
り
は
な
い
。

（
十
七
）
及
び
（
十
八
）
に
つ
い
て

短
期
開
門
調
査
前
後
の
ア
サ
リ
等
の
生
息
状
況
調
査
等
を
実
施
し
た
結
果
、
短
期
開
門
調
査
に
お
け
る
濁
り
及
び
低
塩
分

水
の
拡
散
等
に
よ
る
複
合
的
要
因
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
魚
介
類
の
漁
獲
高
の
減
少
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
損
失
に
つ

い
て
補
償
す
る
こ
と
と
し
、
現
在
、
諫
早
湾
内
の
小
長
井
町
漁
業
協
同
組
合
、
瑞
穂
漁
業
協
同
組
合
、
国
見
町
神
代
漁
業
協

同
組
合
及
び
国
見
町
土
黒
漁
業
協
同
組
合
（
以
下
「
湾
内
四
漁
協
」
と
い
う
。
）
と
補
償
額
等
の
話
合
い
を
行
っ
て
い
る
が
、

円
滑
な
話
合
い
に
支
障
を
来
す
こ
と
か
ら
、ど
の
程
度
漁
獲
量
が
減
少
し
た
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

な
お
、
短
期
開
門
調
査
の
前
に
、
湾
内
四
漁
協
か
ら
の
補
償
の
申
出
は
な
か
っ
た
。

（
十
九
）
に
つ
い
て

本
事
業
に
よ
る
有
明
海
の
環
境
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
（
十
一
）
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
お
お
む
ね
環
境
影
響

評
価
に
お
け
る
予
測
に
沿
っ
て
推
移
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
り
、
「
当
初
計
画
ど
お
り
で
は
、
有
明
海
の
環
境
に
悪

影
響
が
あ
っ
た
」
と
は
考
え
て
い
な
い
。

七



御
指
摘
の
導
流
堤
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
三
年
度
に
行
わ
れ
た
本
事
業
の
再
評
価
に
当
た
り
、
農
林
水
産
省
九
州
農
政
局

国
営
事
業
管
理
委
員
会
に
設
置
さ
れ
た
第
三
者
委
員
会
の
意
見
を
踏
ま
え
、
総
合
的
に
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
事
業
実
施
に

伴
う
環
境
の
変
化
を
で
き
る
限
り
小
さ
く
す
る
観
点
か
ら
、
調
整
池
か
ら
の
排
水
を
潮
受
堤
防
設
置
前
の
ミ
オ
筋
（
流
路
）

の
方
向
に
近
づ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
事
業
計
画
に
盛
り
込
む
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
二
十
）
に
つ
い
て

（
十
）
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
調
整
池
の
水
質
は
、
基
本
的
に
は
本
明
川
等
の
流
入
河
川
の
水
質
を
反
映
し
て
お
り
、

流
入
河
川
と
比
較
し
て
、
悪
化
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

な
お
、
導
流
堤
の
設
置
目
的
は
（
十
九
）
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
り
、
有
明
海
へ
の
負
荷
量
を
変
え
る
も
の
で

は
な
い
。

（
二
十
一
）
に
つ
い
て

本
事
業
を
円
滑
に
実
施
す
る
観
点
か
ら
、
従
来
か
ら
、
佐
賀
県
、
福
岡
県
及
び
熊
本
県
の
三
県
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
県
内
の
漁
業
協
同
組
合
や
漁
業
者
の
代
表
で
あ
る
佐
賀
県
有
明
海
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
、
福
岡
県
有
明
海
漁
業
協
同
組

合
連
合
会
及
び
熊
本
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
で
構
成
さ
れ
る
諫
早
湾
干
拓
事
業
対
策
委
員
会
に
対
し
て
、
事
業
内
容
等
を
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説
明
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
御
指
摘
の
導
流
堤
の
設
置
に
つ
い
て
も
、
同
委
員
会
に
対
し
て
説
明
を
行
う
考
え
で
あ
る
。

ま
た
、
湾
内
四
漁
協
に
対
し
て
は
、
湾
内
四
漁
協
の
組
合
長
、
地
方
公
共
団
体
の
担
当
者
等
で
構
成
さ
れ
て
い
た
諫
早
湾

地
域
資
源
等
利
活
用
協
議
会
に
お
い
て
、
導
流
堤
の
設
置
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
二
十
二
）
に
つ
い
て

本
年
四
月
十
日
、
水
産
庁
か
ら
農
林
漁
業
金
融
公
庫
及
び
農
林
中
央
金
庫
並
び
に
全
国
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
を
通
じ
て

関
係
の
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
及
び
漁
業
協
同
組
合
に
対
し
て
、
有
明
海
に
お
け
る
ノ
リ
養
殖
の
不
作
に
よ
り
影
響
を
受
け

た
漁
業
者
等
に
対
す
る
経
営
資
金
等
の
融
通
、
既
貸
付
金
の
償
還
猶
予
等
に
つ
い
て
依
頼
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の

内
容
に
つ
い
て
は
、
六
月
二
十
四
日
に
水
産
庁
か
ら
全
国
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
に
対
し
て
、
改
め
て
関
係
の
漁
業
協
同
組

合
等
に
周
知
す
る
よ
う
に
口
頭
で
要
請
を
行
っ
て
い
る
。

（
二
十
三
）
に
つ
い
て

有
明
海
に
お
け
る
漁
業
の
健
全
な
発
展
を
確
保
す
る
た
め
、
有
明
海
及
び
八
代
海
を
再
生
す
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す

る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
二
十
号
）
に
基
づ
く
基
本
方
針
に
即
し
て
、
有
明
海
の
環
境
の
保
全
及
び
改
善
並
び
に
有

明
海
に
お
け
る
水
産
資
源
の
回
復
等
に
よ
る
漁
業
の
振
興
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
漁
業
経
営
の
安
定
及
び
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発
展
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

一
〇


